
大室古墳群（前橋市）
おおむろ 　　大室古墳群は大室公園として保存整備されている





　　　　前二子古墳→中二子古墳→後二子古墳→小二子古墳→M-1号墳→M-4号墳→大室はにわ館→梅木遺跡と回ってみる



　　　梅ノ木遺跡という豪族の館跡もあるようだ（右下）





前二子古墳
まえふたご 前方後円墳で左手が後円部、右手が前方部/2段築成で上段には葺き石が施されていた/6世紀初めの築造/北側から見たところ



　　　「史蹟　前二子古墳」とある



　　　　　説明坂と石碑がある



　　　左手が後円部、右手前が前方部/埴輪列が墳頂部、下段の平坦面、周堤上に巡っていたという/北西側から見たところ





　大室古墳群で最初に造られた前方後円墳と記されている



　　　石碑



　　　さて、これは南東側から前方部方向を見たところ



　　同じく、くびれ部方向を見たところ/右手に後円部の横穴式石室が見えている



　　同じく、後円部方向を見たところ/右手前に説明坂がある



　　　石室はベンガラで赤く塗られていたという



　　左手が前方部、右手前が後円部



　　正面が後円部にある横穴式石室



　　　　　さて、石室を見てみよう/両袖型横穴式石室



　　　石室内は照明が点いている



　　　　　長い羨道部の向こうに玄室入口の玄門が見える/石室内がベンガラで赤く塗られていたという雰囲気が残っている



　　　　　　こんな塩梅/前方に立ちはだかるのは扉石



　　　　　　玄室の中が見える



　　　このような感じで副葬品が並んでいたのであろうか



　　正面に玄室の奥壁が見える（一枚石ではないようだ）



　　振り返って外部方向を見たところ







　　　　　さて、これは北東側から見た後円部/二段築成の様子が見て取れる



　北側の周堀を北東側から南西方向に見たところ/右手が周堤でその右手は外周溝



　　　　　　さて、これは後円部墳頂から前方部方向（南西方向）を見たところ



　　　　　その左手を見たところ



右手を見たところ



　　　　　これは反対に前方部墳頂から後円部方向（北東方向）を見たところ



　　　　　その左手を見たところ



右手を見たところ



中二子古墳
なかふたご 　これは中二子古墳傍に立つ標柱/「史蹟　中二子古墳」とある



　　大室古墳群の中で最大の前方後円墳/6世紀前半の築造



　　これはくびれ部付近の南側から後円部方向（北東方向）を見たところで、二重の堀の間の中堤に埴輪列が復元されている



　　　　左手の外堀を見たところ



　　　　中堤の上で東方向を見たところ/左手が後円部



　これは後円部を東方向から見たところ/手前の堀は内堀で、墳丘は二段築成となっているのが見て取れる



右手を見ると内堀が後円部を取り巻いて西方向へ廻っている



　　　　　左手を見たところ/後円部の向こうが前方部



これは東側から北側の中堤を西方向に見たところで左手が後円部、右手の堀は外堀



　　　　　振り返って東方向を見たところ/右手が後円部



　　　後円部を北側から見たところ/右手方向が前方部



　　そこから右手方向を見たところ/左手が後円部、右手が前方部/手前の堀は内堀



さて、内堀の土橋状の部分（「わたり」と呼ばれる工事や儀式の時に通った通路らしい）を渡って墳丘を登ってみよう/前方中央やや
左手に墳丘のくびれ部が見える



　　　　「わたり」を渡り前方部から後円部方向を見たところ/墳丘のくびれに沿って内堀も曲線となっているのが見て取れる



　これは振り返って前方部を見たところ



ここがくびれ部



　　そこで後円部方向を見たところ



　　同じく前方部方向を見たところ



　　　　　　さて、これは墳丘に登って、くびれ部から後円部方向を見たところ



　　後円部墳頂



　　　　その先は内堀が見える



　　振り返って後円部からくびれ部、前方部方向を見たところ



　くびれ部から前方部方向を見たところ



　正面が前方部



　　前方部墳頂



　　　　その先は内堀が見える



　　振り返って前方部からくびれ部、後円部方向を見たところ



　　　　　　　これは前方部からくびれ部を見たところ



くびれ部で墳丘に登って来た所を見たところ/なお、中二子古墳の石室は今のところ見つかっていないらしい



後二子古墳
うしろふたご 　さて、これは西側から見た後二子古墳/前方後円墳/正面中央が前方部で右奥が後円部/二段築成で手前に周堀が巡っている



北西側から見たところで、左手は前方部、その向こうが後円部



　　　そこから左手を見たところ/周堀が前方部（右手）を取り巻いて続いている



　　　　これは南西側からくびれ部を見たところ/左手は前方部、右手が後円部



　そこから左手（前方部）を見たところ



　　同じく右手（後円部）を見たところ



これは南西側から後円部を見たところ/石室が開口している/手前には説明坂がある



　　　　　　主体部は南向きに開口した両袖型横穴式石室/石室の両側に埴輪列が復元されている/墓道の右側の埴輪は大型で、左側の埴輪は小型であるという



　　下段平坦面より下がって石室に出入りするために、石室前面に溝状に地面を掘り込んだ墓道がある



　　　　　　中を覗いてみよう



　　　　羨道、玄室からなり、玄室に向かって1段下がる



　　玄室内部



　　　　　　正面が玄室の奥壁



　玄室手前から石室入口を見たところ



　　　　　これは南東側から右手に後円部及びその左奥に前方部を見たところ



　　　　　これは北側の周堀を東側から見たところ/周堀は後円部を取り巻いて西方向へ廻っている



　　これは北東側から後円部を見たところ/二段築成になっているのが見て取れる



これは北西側から前方部を見たところで手前に説明坂がある





　前・中二子古墳より小さく、6世紀後半の築造



少し近寄って見たところ/正面は前方部



さて、くびれ部から墳丘に登ってみよう



　　　左手（前方部）を見たところ



　　　右手（後円部）を見たところ



　　　　　これはくびれ部から後円部方向を見たところ



　　後円部墳頂



　　　　その先は周堀が見える



　　振り返って後円部からくびれ部、前方部方向を見たところ



　くびれ部から前方部方向を見たところ



　　前方部墳頂



　　　　その先は周堀が見える



　　振り返って前方部からくびれ部、後円部方向を見たところ



　　　　そこで左手を見たところ



　　　　同じく右手を見たところ



小二子古墳
しょうふたご 　　　　　　　前方は北東側から見た小二子古墳/小規模な前方後円墳/左手が後円部、右手が前方部/6世紀後半の築造



　　　北西側から見たところ/2段築成で、下段は帆立貝形、上段は柄鏡形/埴輪列が復元されている



　　　南西側から後円部とくびれ部を見たところ/後円部に石室の入口が見える



　石室は半地下式の袖無型横穴式石室であるらしいが、入口は石で塞がれている



後二子古墳と同時期に方向を揃えて造られていることから、後二子古墳と関わりの深い人物の墳墓であると考えられるという



前方部の埴輪群は盛装の男子、武人、巫女、農夫などの人物や馬・盾・靫が並ぶ/このような埴輪は、下段に置かれることが多く、
前方部上に置かれたこの例は珍しいものという/後円部の埴輪群は家形埴輪の周りに翳が立ち、その外側を太刀・靫・鞆・盾が
取り囲んでいる



　　　　そこで右手を見たところ



　　　　　　少し退いて南東側から後円部を見たところ



M-1号墳
これは南側から見たM-1号墳/復元された帆立貝形の前方後円墳/6世紀後半の築造





　　　　　　東側から見たところ



　　　　　　北側から見たところ/二段築成で、手前の二列の石張りは周堀の範囲を表しているらしい



　　　　　　西側から見たところ



　　前方部から後円部を見たところ



反対に後円部から前方部を見たところ



　　もう一度、南西側から見たところ



M-4号墳
　　古墳時代の住居を復元したコーナーの一角にM-4号墳が復元されているという



　　　　これがそのM-4号墳/円墳/M-1号墳、小二子古墳より後の築造らしい/南西側から見たところ



　　　　　南側から見たところ/埴輪列が復元されている



　　南東側から見たところ/墳丘には葺き石が施されている



大室はにわ館
　ここは大室公園内にある民家園入口



　　　　正面は旧関根家住宅/前橋市指定重要文化財/江戸時代末期の建物





これが土蔵を改装した「大室はにわ館」



　内部は大室古墳群の資料館となっており、充実した資料が所狭しと展示されていた



梅木遺跡
うめのき 　　　　　　　さて、前方が大室公園内に所在する梅木遺跡のエリアのようだ



　　　こんな感じ/5世紀後半から6世紀初頭までの豪族の館跡で、前二子古墳の被葬者に関係しているのではということだが



　　その左手にこんな看板が/なぜ？



　　　　　前方へ進んで振り返ってみるとこんな感じで土塁と堀の名残りのように見えるが気のせいか
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